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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、自動車や製造業などの輸出産業は円安を追い風に業績を伸ば

してまいりました。また、訪日外国人の消費拡大で鉄道や小売りなどの内需企業の販売も増加しております。一

方、国内の個人消費においては富裕層の４Ｋテレビなどの高額品の販売は好調に推移しましたが、全体的な回復は

見られないところとなっております。 

当業界における第３四半期は、次年度の業績を大きく左右する冬期講習一般生募集と一般生の冬期講習明け１月

～３月入学活動に注力する期間であります。また、受験学年を対象とした秋期、冬期の特別演習会や勉強合宿など

を実行し、売上増を図る期間でもあります。小中学部、高校部、その他の教育事業におきましても、こうした二つ

の最重点課題に取り組んでまいりました。また、集団型の小中学部に併設した個別指導クラスの生徒数増加も図っ

てまいりました。 

売上におきましては、小中学部・高校部・その他の教育事業ごとに大きく変化した市場、また地域、各学年に対

応した教育サービスを企画し増加を図っております。また、募集方法・時期も考慮して生徒数の増加、生徒一人当

たりの単価向上も図っております。 

営業費用におきましては、夏期講習一般生及び９月入学のための広告宣伝費の増加があったものの、前年度末か

ら当上半期において実施した一部校舎の移転・閉鎖等を行ったことにより人員の効率化、賃借料、校舎管理維持費

用の削減に寄与することが出来ました。 

特別損益におきましては、当初の計画に対し９月及び１月入学が不振であった計３校舎の減損損失を計上し、今

期末閉鎖を決定した校舎の解約金を店舗閉鎖損失引当金繰入額として計上しております。 

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は8,050百万円(前年同四半期は8,021百万円)、

営業損失は51百万円(前年同四半期は営業損失324百万円)、経常損失は70百万円(前年同四半期は経常損失366百万

円)、親会社株主に帰属する四半期純損失は410百万円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失3,594百

万円)となりました。 

なお、季節的変動要因として、当社グループの生徒数は小中学部・高校部ともに、第１四半期に比べ第２四半期

以降において、各種講習会に参加する一般生数が増加し、また、本科授業の２学期が開始される９月及び３学期が

開始される１月には新入学により本科生数が増加いたします。したがって、第１四半期に比べ第２四半期以降の売

上高の割合が大きくなる傾向があります。 

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。 

(小中学部) 

小中学部は予算を上回る売上高となっております。要因は夏期一般生の募集と講習生の秋入学の成功、受験学年

の秋期講習の売上増、集団型の校舎に併設した個別指導クラスの生徒増などであります。結果として、小中学部の

売上高は6,029百万円(前年同四半期は5,870百万円)、セグメント利益は636百万円(前年同四半期はセグメント利益

308百万円)となりました。 

（高校部) 

高校部におきましては、ほぼ予算に近い売上高となっております。要因は様々な特別講習会を企画・実行し売上

増を図ってきたこと、映像授業の直営校が順調に生徒数を増加させていることであります。また、売上原価・販管

費も削減させ利益増を図っています。結果として、高校部の売上高は1,239百万円(前年同四半期は1,374百万円)、

セグメント損失121百万円(前年同四半期はセグメント損失168百万円)となりました。 

(その他の教育事業) 

個別指導部門におきましては、在籍生徒数が回復し、授業料単価も向上させ、売上高が予算を上回るところとな

っております。また、映像事業部門におきましては、プロモーション活動の課題が解決できず生徒数が減少すると

ころとなっております。結果として、その他の教育事業の売上高は782百万円(前年同四半期は777百万円)、セグメ

ント利益は51百万円(前年同四半期はセグメント利益68百万円)となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて2,041百万円減少し、1,916百万円となりました。これは主として、校舎

の移転・閉鎖に伴い１年内回収予定の差入保証金(流動資産の「その他」)に振り替えていた差入保証金について解

約金への充当処理が進んだためであります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて444百万円減少し、13,109百万円となりました。これは主として、有形固

定資産の減価償却及び建設協力金の回収が進んだためであります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて2,486百万円減少し、15,026百万円となりました。 

(負債) 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,654百万円減少し、5,379百万円となりました。これは主として、校舎

の移転・閉鎖に伴う解約違約金等の支払いにより店舗閉鎖損失引当金が減少したためであります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて302百万円減少し、4,620百万円となりました。これは主として、長期借

入金の約定返済が進んだためであります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、1,956百万円減少し、10,000百万円となりました。 

(純資産) 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて530百万円減少し、5,025百万円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の31.7％から33.4％となりました。  

  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期の連結業績予想につきましては、前回予想を修正いたしました。 

詳細につきましては、本日（平成28年２月５日）に公表いたしました「特別損失の計上及び業績予想の修正に関

するお知らせ」をご覧ください。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用）  

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会

計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示方法の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを

行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,408,907 895,964 

    受取手形及び売掛金 264,211 370,626 

    商品 86,638 79,569 

    貯蔵品 22,659 18,967 

    繰延税金資産 6,132 3,656 

    その他 2,174,157 552,705 

    貸倒引当金 △4,232 △4,970 

    流動資産合計 3,958,473 1,916,520 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 4,893,515 4,701,484 

      土地 4,304,013 4,304,013 

      その他（純額） 360,308 325,922 

      有形固定資産合計 9,557,838 9,331,421 

    無形固定資産     

      その他 57,742 50,942 

      無形固定資産合計 57,742 50,942 

    投資その他の資産     

      敷金及び保証金 3,633,396 3,445,145 

      その他 310,564 286,756 

      貸倒引当金 △5,088 △4,688 

      投資その他の資産合計 3,938,873 3,727,212 

    固定資産合計 13,554,453 13,109,576 

  資産合計 17,512,927 15,026,097 

負債の部     

  流動負債     

    短期借入金 2,022,201 2,537,109 

    1年内返済予定の長期借入金 1,083,797 901,404 

    未払金 611,843 573,542 

    未払法人税等 88,112 51,798 

    未払消費税等 184,312 49,495 

    前受金 519,875 670,485 

    賞与引当金 155,333 44,644 

    店舗閉鎖損失引当金 1,728,273 21,545 

    その他 640,259 529,909 

    流動負債合計 7,034,008 5,379,934 

  固定負債     

    長期借入金 1,402,948 964,435 

    繰延税金負債 156,675 137,784 

    退職給付に係る負債 408,148 431,415 

    資産除去債務 612,857 613,727 

    その他 2,342,163 2,473,059 

    固定負債合計 4,922,793 4,620,421 

  負債合計 11,956,801 10,000,355 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,089,400 2,089,400 

    資本剰余金 1,944,380 1,944,380 

    利益剰余金 1,185,397 694,807 

    自己株式 △127 △154 

    株主資本合計 5,219,050 4,728,433 

  その他の包括利益累計額     

    退職給付に係る調整累計額 337,075 297,308 

    その他の包括利益累計額合計 337,075 297,308 

  純資産合計 5,556,125 5,025,741 

負債純資産合計 17,512,927 15,026,097 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

売上高 8,021,940 8,050,431 

売上原価 7,464,114 7,069,880 

売上総利益 557,826 980,551 

販売費及び一般管理費 882,572 1,032,313 

営業損失（△） △324,745 △51,761 

営業外収益     

  受取利息 44,906 34,241 

  受取配当金 - 2,107 

  受取手数料 320 19,380 

  その他 24,130 22,838 

  営業外収益合計 69,356 78,567 

営業外費用     

  支払利息 95,017 91,717 

  その他 16,005 5,562 

  営業外費用合計 111,022 97,280 

経常損失（△） △366,411 △70,474 

特別損失     

  店舗閉鎖損失引当金繰入額 2,153,623 12,480 

  減損損失 1,032,485 313,163 

  特別損失合計 3,186,109 325,644 

税金等調整前四半期純損失（△） △3,552,521 △396,119 

法人税、住民税及び事業税 51,831 43,799 

法人税等還付税額 - △32,429 

法人税等調整額 △9,796 2,583 

法人税等合計 42,035 13,953 

四半期純損失（△） △3,594,556 △410,073 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,594,556 △410,073 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

四半期純損失（△） △3,594,556 △410,073 

その他の包括利益     

  退職給付に係る調整額 △22,945 △39,766 

  その他の包括利益合計 △22,945 △39,766 

四半期包括利益 △3,617,502 △449,839 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △3,617,502 △449,839 

  非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

  

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

固定資産の減損損失として、1,032,485千円を計上しております。 

セグメントごとの減損損失計上額は、当第３四半期連結累計期間においては小中学部905,461千円、高校部62,260

千円、その他の教育事業64,764千円であります。 

  

 

        (単位：千円) 

  

報告セグメント 

小中学部 高校部 その他の教育事業 計 

売上高         

  外部顧客への売上高 5,870,207 1,374,701 777,030 8,021,940 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― 11,775 11,775 

計 5,870,207 1,374,701 788,806 8,033,715 

セグメント利益又は損失(△) 308,277 △168,206 68,007 208,078 
 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 208,078 

セグメント間取引消去 16,113 

全社費用(注) △548,937 

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △324,745 
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成27年４月１日  至  平成27年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

  

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

固定資産の減損損失として、313,163千円を計上しております。 

セグメントごとの減損損失計上額は、当第３四半期連結累計期間においては小中学部200,177千円、高校部66,091

千円、その他の教育事業46,894千円であります。 

  
  

  

 

        (単位：千円) 

  

報告セグメント 

小中学部 高校部 その他の教育事業 計 

売上高         

  外部顧客への売上高 6,029,207 1,239,139 782,084 8,050,431 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― 11,510 11,510 

計 6,029,207 1,239,139 793,595 8,061,941 

セグメント利益又は損失(△) 636,415 △121,804 51,229 565,840 
 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 565,840 

セグメント間取引消去 17,512 

全社費用(注) △635,114 

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △51,761 
 

㈱秀英予備校（4678）　平成28年３月期第３四半期決算短信

10




